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▲貯炭所上屋

海岸近 くに建て られた貯炭所

の上屋 には，約1000ト ンの溶

融亜鉛 めっき鋼材が使 われて

います。
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▲雪崩減勢杭

雪崩 多発地域 に設置 された雪崩減勢杭 は，亜鉛 め

っ き仕上 げを した鋼 管杭 （500mmφ，8．3mL） が 用

い られ， さらに亜鉛め っきパイプで ラーメ ン構 造

によ るジ ョイ ン トが行 われてい ます。



海岸地域での溶融亜鉛めっきの耐食性
溶融亜鉛め っき鋼 材類 の耐用寿命 は， それが置か

れ る環境 によ り変わ ります。すなわち， 国土の大部

分 を占める大気の清浄な田園 ・山岳地域 では亜鉛 皮

膜の年 間腐食減量は3～10g／m2程 度 で，都 市 ・

工業地域 で も， 大気中の硫黄酸化物濃度の減少に よ

り，最近 では5～209／m2程 度になって います。

これ らの腐食速度 は，550g／m2以 上 の亜鉛付着量

が得 られ る最 も一般 的な大形めっき鋼材では，田園

・山岳地 域 で50～160年 ， また都 市 ・工 業 地域 で

25～100年 の長期供用 に耐 えるこ とを示 してい ます。

しか し，海岸地域 の場合 では， 多 くの地域 で年 間

腐 食減量が10～209／m2で すが，稀 にユ009／m2以上 と

い う激 しい腐 食を起 こす場所が あ り， この ことが溶

融亜鉛め っき鋼材の海岸地域 での耐食性 につ いての

信頼性 を低下 させ る原因になって います。

この ような疑問 を解 明す るため， 多 くの海岸地帯

で暴露試験 を行 なって きました。試験結果 を下表に

示 しましたが， これか ら暴露地の環境状 況 と溶融亜

鉛めっ き鋼材の腐食減 量 との関係 を知 るこ とが でき

ます。

試験番号4，5の 結果は激しい腐食を起 こした場所で

すが， いずれ も常 時海水飛沫 を受 ける海岸線間際の

測定値 です。 また試験番号7は 海岸線か らか な り離

れていますが， 冬期 は強い季節風 によ り異常に高い

濃度の海塩粒子 が飛来 し， しか も日本海沿岸の特殊

な地形 での測定で ，初年度 に高 い腐食速度 を示 して

います。

海岸地域 での腐食形態の特徴 は， 白色の腐食生成

物 が表面 に固着す るこ とであ り， 中で も腐 食速度の

速 い所 で は非常 に厚 い （1～2mm） 皮 膜 に覆 わ れ

ます。 この皮 膜はか な りの 防 食能 が あ るため，海

塩粒子濃度が支 配的 な地域 での腐 食速度 は経年 的に

減少 します。従って，常時海水 飛沫 を受け た り，海

塩粒子濃度の月間平均値が，1mg／dm2／dayを 超 える

よ うな特殊海岸地域で も溶融亜鉛め っき鋼 材は，5

～10年 の耐用寿命があ るよ うです
。

しか しなが ら， 台風時や特別の高波時にのみ海水

飛沫 を受け るよ うな場所 も含め て，ほ とん どの海岸

地域における長期間供用時の年間腐食減量 は，10～

20g／m2で ある と推定 で きます。 この こ とは，通常

の大形 めっ き鋼材 （亜鉛付着量550g／m2） では，25

～50年 の耐用寿命があるこ とを示 してお り
，溶融亜

鉛 めっ き方法は，一般的 な環境下 と同様に海岸地域

において も非常に経済的で，かつ信頼性の高 い防食

方法 といえます。

試験

番号
暴 露 地 暴 露 地 の 状 況

大気暴露
開始年月
（昭和）

暴露期間 （年）別の年間平均腐食減量g／ ㎡／年

0～1 1～2 2～3 3～5 5～10

1 伊良湖岬測候所
伊良湖岬の先端部 で，太平洋 ，伊勢湾 より3km，

渥美湾 より1km程 度 の地点
39年3月 10 15 13 15 8

2
四国電力㈱

宇多津変電所

瀬戸内海海岸 より300m程 度，暴露開始時は周囲

は塩田であ ったが，埋立 てられた。
41年6月 12 10 9 14 11

3
日本鉱業㈱

佐賀関製錬所

豊予海峡に面 し，海岸 よ り30m， 高度20m程 度の

崖上，崖には樹木が ある。
56年11月 24

一 （0～3） ※

8

4
日本鉱業㈱

佐賀関製錬所

No．3地 点 の崖下，海岸線 よ り数mで 平均 海面よ り

3m程 度の護岸上，沖約20mに 露出岩礁 あ り
56年11月 196 172 35

5
沖縄電力㈱

本社浦添市牧港

東 シナ海に面 し，海岸間際の 高さ2m程 度の護 岸

上。高波では海水飛沫 を受け る。
58年10月 90

（0～2）

34

6
東洋 コン クリー ト㈱

沖縄 県西 原村

太平洋側の中城 湾奥の海岸線 より20m程 度の地 点、

砂浜で高 さ数m程 度の防波堤 が途 中にある。
58年5月 15

（0～2）

14

7
北陸自動車道鯨波橋

（柏崎近辺）

岩礁の 多い 日本海海岸線 よ り，約200mの 谷奥 に

架 かる 自動車道 路橋の海岸に面 した橋 台上
57年9月 45 一

（0～3）

20

8
広島県宮島沖 ・中国塗料

㈱ 海洋暴露筏

瀬 戸内海の暴露 用浮上筏に設 けた暴露 台

海面上1．Omの 高 さで暴露
59年8月 19

9
大井川町沖海洋技術

総合研究施設

大井 川町 の沖，約250mの 太平洋の 中に設置 され

た海洋暴露 台，T．P．13．9mの デ ッキ上
59年5月 一

（0～2）

21

10
日本 ウェザ リングテス ト

セン ター （銚子市 ）

犬吠崎 よ り西 ］1km，太平洋 よ り4kmの 高度50mの

台地上。湿度のやや 高い代表的 田園地域
50年12月 10 5 5 3 3

備考 ：試験 番号1，5，6，7，8，10は （社 ）日本溶融亜鉛鍍金協会 による暴露試験，

9は 日本鉛亜鉛需要研究会 による測定。 （ ）※は暴露期 間を示す 。

2は 田 中亜鉛鍍金㈱，3，4は 安治 川鉄工建 設㈱ に よる暴 露試験

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会 委員長 伊藤英哉

〔構成団体〕

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

日本鉛亜鉛需要研究会 〔事務局〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部

〒105東 京都港 区 虎 ノ門2－6－7和 孝 第10ビ ル

〒100東 京都千 代 田区 内幸町1－3－6新 日比 谷 ビル

〒103東 京都 中央区 日本橋 茅場 町3－2－10鉄鋼 会館

容03－503－6485

ffO3－591－0812

⑪03－669－4811

鋼 構 造 物 の 溶 融 亜 鉛 め っ きに つ い て の ご照 会 は ， 上 記 団体 に お 問 い合 わせ 下 さ い 。 また ，「鋼 構 造 物 の 溶 融

亜 鉛 め っ きQ＆A」 ハ ン ドブ ッ ク（改 訂 版 ）を発 行 して い ます の で ， あ わせ て ご利 用 くだ さい 。


